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８．伝統・文化と新たな息吹が融合する魅力を世界に向けて発信するまち 

 １．アート・カルチャーによるまちづくりの推進 

豊島区の文化政策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 主催者 事業の概要および開催状況

としま能の会 公益財団法人
としま未来文化財団

豊島区に縁のある能楽師、狂言師によって演じられる日本の代表的な古典芸能を区民の方に親しんでもらい、理解を深め、次の世
代に伝えていくことを目的に開催。
　（R2）コロナウイルス感染症の影響を受け5月9日東京芸術劇場から12月19日芸術文化劇場に変更して開催。芸術文化劇場の客
席を50％に制限し事前講座もオンラインに変更。
　（R3）新型コロナウイルス感染症感染防止対策として、東京芸術劇場の客席を50％に制限し実施。例年行っていた観世喜正による
演目解説、区長挨拶を事前収録するなど、ガイドラインを遵守しての開催となった。能楽の魅力を国内外へ発信すべく、国際発信動
画を製作、配信を行った。
　（R4）区制施行90周年および「としま能の会」開催35回記念公演として能「道成寺」、狂言「樋の酒」の上演を行った。出演は、野村
萬(人間国宝・名誉区民)、観世喜正、野村万蔵ら、現代能楽界の第一線で活躍する一流かつ区ゆかりの能楽師。昨年好評であった
観世喜正によるVTRによる演目解説も実施。また、上演演目の魅力を国内外へ発信すべく、TikTokによるショート動画35本を配信し
た。（フォロワー1,027人）
　（R5）これまで35回開催した「としま能の会」出演の能楽師を区内の小中学校に派遣。お話や簡単なワークショップと実演を通して
日本の伝統芸能をより身近で体験することで、知識や理解を深める機会提供を目的としたアウトリーチ事業を展開。小学校では、国
語の教科書に「狂言 柿山伏」が登場することから、狂言のプログラムを実施。中学校では、音楽の教科書に「能 敦盛」が登場するた
め能楽アウトリーチを実施した。小学校は5校で計6回。中学校は、矢来能楽堂で3年生を対象に1校実施した。前述した狂言プログ
ラムでは、狂言の解説から柿山伏の実演、そして狂言体験コーナーを含めた45分プログラムで実施。能楽プログラムでは、解説と体
験、さらに、楽器紹介から「敦盛（ダイジェスト）」の実演100分プログラムで実施。継続実施されてきた「としま能の会」の、未来を担う
重点プログラムである。

◎参加人数（入場者数）

出典：文化デザイン課作成資料

次世代育成事業 公益財団法人
としま未来文化財団

次世代を担う幅広い年代を対象に行っているワークショップ。音楽や演劇などさまざまな芸術に出会い、体験し、様々な自己表現の方法を学び
創造活動を行うことを通じて、豊かな感性を培い、次代の文化を担う人材の育成を行っている。
◎活動内容
　（R1）　夏休み中の連続した6日間、様々なジャンルのアーティストによるワークショップ。当日参加可能なコンサート、美術体験あり
　（R2）夏休みこどもアートサーカスに加え、0歳から参加できるワークショップやミニシアター、子どもの芸術体験環境向上に寄与する団体との協
働事業(架け橋プロジェクト)やこどもスキップ連携事業など区内施設へのアーティスト派遣、日本舞踊の基礎を学ぶ講座など既存事業の枠組み
を整理し、次世代育成事業の充実を図った。また、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、内容を見直し、安全対策を万全に行いオンライン、
作品公募・展示又は対面により実施した。
　（R3）R2年度の取り組みも引き続き行い、7/17～8/15にかけてオンライン、対面を混ぜ合わせた夏休みアートサーカスを実施。0歳から参加で
きるコンサート・ワークショップを拡充しより多くの方に参加いただけた。
　（R4）子どもが気軽に質の高い文化芸術に触れる場として、乳幼児の文化・芸術の専門家やアーティストと連携し、0～2歳をコア対象とした音
楽鑑賞公演、身体表現と音楽ワークショップ、コマ撮りアニメーションのワークショップと展示、カリブ海地域の音楽を中心としたコンサート、家族で
楽しめるクリスマスクラシックコンサートを実施した。また、区内の学童施設（子どもスキップ）にて工作ワークショップを実施。公募型では行き届か
ない文化芸術体験機会の少ない子どもたちにも参加してもらうことができた。また、親子で気軽に劇場に足を運んでいただくために3事業で、区
内の子どもの貧困に取り組むNPOと連携し招待を実施した。
　（R5）創造性を育み、子どもたち一人ひとりに「アート」でその場を生み出していくことを目的とした、乳幼児向け芸術ワークショップシリーズ「0.1.2.
のおもちゃ箱」や、夏休みに子どもスキップと連携した「身体表現ワークショップ『だだだだ・だ』」、そして、継続実施している「こども日本舞踊教
室」を行い、多くの子どもたちが参加した。鑑賞型プログラムとして、夏には「アフリカン・ミュージック・コンサート」、クリスマスにはパフォーマンスカ
ンパニーto R mansionの『注文の多い料理店』を開催。子どもたちだけではなく、保護者も一緒になって楽しめる公演づくりを積極的に展開した。
関連ワークショップも開催し、アートに触れる「場」を拡大したことで、子どもたちへの様々な「きっかけ」の提供につながった。

◎参加人数

豊島区管弦楽団・
吹奏楽団演奏会

公益財団法人
としま未来文化財団

区設置による豊島区管弦楽団・吹奏楽団の演奏会として、幅広い年齢層の区民を対象に、気軽に演奏を楽しんでいただく公演を目
指し毎年開催。文化芸術に対する理解と創造意欲を促進し、文化を通じた相互の交流を図る。
　（R3）コロナウイルス感染症の影響を受けR2は「豊島区管弦楽団・吹奏楽団の演奏会」は共催で実施したがR3は財団・区の主催で
実施。R2に引き続き芸術文化劇場の客席を50％に制限し実施した。
　（R4）芸術文化劇場にて客席の制限なく開催した。豊島区制90周年にふさわしい演目を選び、東京都立千早高等学校 演劇部に出
演いただくなど、地域協働という視点でも広がりを持たせることができた。
　（R5）前年度に引き続き、芸術文化劇場で開催した。ニューイヤーに相応しいワルツやポルカ、耳なじみ深い作品からクラシックの
名曲、吹奏楽では20世紀を代表する作曲家の作品から映画音楽まで、幅広いプログラムの演奏会となり、多くの方が足を運んだ。

◎参加人数（入場者数）

民俗芸能inとしま 公益財団法人
としま未来文化財団

　後継者難などから存続の危機にあった区の民俗芸能の継承と紹介を目的に、平成元年から毎年開催。豊島区に伝承される「冨士
元囃子」「長崎獅子舞」「雑司ヶ谷鬼子母神お会式万道練供養」（いずれも区指定無形民俗文化財）のほか近隣地域や姉妹都市、友
好・交流都市に伝わる民俗芸能も上演。
（R2）区の民俗芸能の継承と紹介に加え、祭りや伝統的な踊りを楽しむ参加型からコロナ禍に合わせて鑑賞型のイベントに変更し、
西口公園グローバルリングで開催。
（R3）西口公園グローバルリングで当初計画していた「民俗芸能inとしま」公演は、新型コロナウィルス感染症拡大の影響で8月に中
止を決定。代替企画として、豊島区指定無形民俗文化財を題材としたドキュメンタリー映像作品を制作し試写上映会を実施した。
（R4）西口公園グローバルリングで入場者の上限を設けたうえで、獅子舞、お囃子、神楽、鬼剣舞、歌舞伎といった民俗芸能上演6
団体と、日本の伝統音楽や民謡を取り入れ、新しい表現を志向するアーティスト3組による音楽ライブを開催。公演終了後、英語字
幕付でアーカイブ映像10本の配信を実施。関連企画／ドキュメンタリー映画「音、鳴りやまぬ。」上映会は昨年制作した映像作品を
幅広く知ってもらうため、池袋の単館系映画館（池袋シネマ・ロサ）と連携し新しい客層を呼び込んだ。また、会場内に出演団体ゆか
りの物産、トキワ荘関連物販、東京芸術祭インフォメーション のテントブースを設置したほか、関連企画として、豊島区要町に伝わる
区指定無形民俗文化財「冨士元囃子」の指導のもと、締め太鼓のワークショップを開催した。
　（R5）西口公園グローバルリングで開催。長崎獅子舞、冨士元囃子、雑司ヶ谷鬼子母神御会式万灯錬供養と秩父屋台囃子、佐渡
市の鬼太鼓、岩国の山代本谷神楽に加え、中国南方獅子舞とバラエティに富んだ全国・海外の民俗芸能のパフォーマンスを上演し
た。さらに、音楽ライブとして民俗芸能の流れを組む2つのバンドが出演。新型コロナウイルス感染症が5類へ移行した影響からか、
実際に会場に足を運ぶ方が大幅に増えた。また、会場内では出演団体ゆかりの物販や豊島区の団体紹介ブース、長崎獅子舞の
ペーパークラフト体験も実施。関連イベントとして、昨年に引き続き、冨士元囃子による締め太鼓体験ワークショップを実施。1回目9
名、2回目9名、3回目6名の計24名が参加した。

◎参加人数（入場者数）

R1 R2 R3 R4 R5
598人  473人 1,130人 1,555人 2,313人

R1 R2 R3 R4 R5
612人 536人 336人 844人 599人

R1 R2 R3 R4 R5
672人 2,223人 110人 1,216人 3,024人

R1 R2 R3 R4 R5
管弦 中止 373人 413人 929人 842人
吹奏 897人 279人 279人 725人 741人
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基本計画（豊島区基本計画2022-2025）
施策の進捗状況を測る参考指標

現状値
＜2020年度＞

目標値
＜2025年度＞

参考値
＜2030年度＞

郷土資料館・雑司が谷旧宣教師館・鈴木信太郎記念館
の入館者数及びワークショップ・イベント参加者数【人】

28,121 41,208 55,000

区立劇場、ホール、野外劇場の年間来場者数の推移 

区立劇場は豊島区立舞台芸術交流センター及び豊島区立芸術文化劇場、ホールはとしま区民セ

ンター多目的ホール及び小ホール、野外劇場は池袋西口公園野外劇場の総利用者数。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史文化施設への入館者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本計画（豊島区基本計画2022-2025）
施策の進捗状況を測る参考指標

現状値
＜2020年度＞

目標値
＜2025年度＞

参考値
＜2030年度＞

区立劇場、ホール、野外劇場の年間来場者数【万人】
12.7

※R4.9　数値修正
50.4 50.4

58,540 91,217

264,889 279,119 310,465

16,137
27,474

54,366
85,432

98,760

27,299
8,109

31,260
59,799

328,584

0

200,000

400,000

600,000

800,000

R1 2 3 4 5

出典：各指定管理者事業報告書及び聞き取り調査

区立劇場、ホール、野外劇場の年間来場者数

野外劇場 ホール 区立劇場

（人）

（年度）

15,896 16,059 
12,110 

53,011 

29,446 

14,441 
3,674 8,129 

16,870 

15,751 11,188 

8,018 7,269 

12,673 

15,626 

879

370 443

1024

247

(42,404)

(28,121) (27,951)
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(61,070)
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郷土資料館 雑司が谷旧宣教師館 鈴木信太郎記念館 ワークショップ・イベント ※（ ）内は合計

歴史文化施設への入館者数の推移（人）

（年度）

出典：文化デザイン課作成資料

※ 令和2年3月2日～6月1日、３館はコロナウイルス感染防止のため休館

※ 令和2年11月9日～令和3年3月31日、雑司が谷旧宣教師館は文化財保存修繕のため休館

※ 令和3年9月27日～令和4年1月31日、郷土資料館は倉庫資料移転のため休館
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姉妹・友好・交流・防災協定都市一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（令和5年度）

基 準 提携書等

  交流都市として概ね３年
以上の交流があること

宣言文

協定書

　
  ○東アジア文化都市交流都市
　　豊島区とともに2019年東アジア
　文化都市として1年間にわたり交
　流事業や各都市の文化的魅力の
　発信に取り組み、交流を継続して
　いる中国・韓国の都市。

2019年東アジア文化都市
として各国の代表に選定
された都市。

合意書

出典：文化観光課作成資料

区 分

○姉妹友好都市
　交流都市のうち、長年にわたり、住民相互におい
て文化・経済など様々な交流が継続している都市
と、特別な親善関係をもつことで、更に理解と友情を
深め、両都市の繁栄と幸福に寄与する交流を行う。

　
  ○文化交流都市・相互交流宣言都市
　　歴史、文化、芸術、政策、観光等の紹介を
中心に、相互の情報交換、多面的な交流を
行っている都市。協定を結び、相互協力の確
認をしている場合が多い。

  交流の申し出等があっ
たもののうち、交流の意義
が高いと認められる都市

宣言文

協定書

交
流
都
市

都 市

・埼玉県秩父市
　（昭和58年10月）
・山形県遊佐町
（平成16年8月）
・長野県箕輪町
（令和4年7月）

・大韓民国ソウル特別市
　東大門区（平成14年5月）
　（平成24年5月協定10周年宣言　合意書）

・三重県名張市
　（平成16年3月交流都市協定締結）
・埼玉県秩父市
（平成21年11月14日友好都市協定締結）
・宮城県
　（平成27年7月豊島区と宮城県の相互交流に関する
　　10周年宣言）
・栃木県那珂川町
　（平成24年3月観光交流都市協定締結）
・埼玉県飯能市
　(平成24年5月西武線沿線サミット協定締結)
・秋田県能代市
　(平成25年1月教育連携協定締結)
・埼玉県秩父市
（平成25年10月姉妹都市提携30周年記念宣言書）
・埼玉県川越市
　(平成25年10月東武東上線沿線サミット協定締結)
・埼玉県東松山市
　(平成25年10月東武東上線沿線サミット協定締結)
・埼玉県寄居町
　(平成25年10月東武東上線沿線サミット協定締結)
・神奈川県湯河原町
（平成27年2月文化協定締結）
・埼玉県所沢市
（平成30年4月西武線沿線サミット協定締結）
・埼玉県横瀬町
（平成30年4月西武線沿線サミット協定締結）
・沖縄県伊江村
（令和3年7月ゆたしゃる島交流宣言）
・愛媛県内子町
（令和3年12月文化交流都市協定）
・長野県長野市
（令和4年3月集客プロモーションパートナー都市協定）
・北海道中富良野町
（令和4年7月としまぐらし＆ナカフライフ相互交流宣言）
・東京都清瀬市
（令和5年10月西武線沿線サミット協定締結）

・西安市（中国）
・仁川広域市（韓国）

   都市交流の実績の
 あるもののうち、災害
時における自治体間
での救援,相互協力に
合意した都市

協定書 ・山形県遊佐町（平成7年5月）
・埼玉県秩父市（平成7年6月）
・福島県猪苗代町（平成7年7月）
・埼玉県三芳町（平成9年2月）
・岩手県一関市（平成13年6月）
・岐阜県関市（平成13年11月）
・群馬県神流町（平成15年7月）
・新潟県魚沼市（平成17年4月）
・長野県箕輪町（平成17年4月）
・茨城県常陸大宮市（平成17年5月）
・栃木県那須烏山市（平成18年11月）

・山形県村山市（平成22年8月）
・秋田県能代市（平成25年4月）
・愛媛県内子町（平成25年12月）
・神奈川県湯河原町（平成28年2月）

出典：防災危機管理課作成資料

　
　○防災協定都市
　　いずれかの地域に、大規模な災害が発生した場
合に、 食糧の供給や資器材の提供 、人的支援を
行うことなど、友愛精神により自治体間で救援、協
力し合う。
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国際アート・カルチャー特命大使／SDGs 特命大使数 

国際アート・カルチャー特命大使は、国際アート・カルチャー都市構想に賛同し、その牽引役
として平成 28年 1月に活動を開始した。関連事業への参加やまちの魅力発信、特命大使による自
主企画事業の運営等を通じ、国際アート・カルチャー都市実現に向けた活動の裾野を拡大してき
た。 
令和 2年 11 月より、国際アート・カルチャー都市/SDGs 未来都市双方の実現に向けた取組みを

担うため、SDGs 特命大使を兼任する新たな制度を創設し、改めて賛同者を募った。 
令和 3 年度からは、としま未来文化財団に事務局を移し、自主企画事業の発信等により積極的

な参画を促した。 
令和 4年度は、90 周年企業実行委員会への参画、賛同拡大に向けた広報活動、情報発信力強化 
により、企業大使・個人大使が大幅に伸長も、令和 5 年度は、一定程度の離脱者も発生し、年

度末 1,828 名の推移。 
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 ２．生涯学習・生涯スポーツの推進 

中央図書館利用者数の推移  

利用者数は回復傾向だが、新型コロナウイルス発生前の数字には戻っていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図書館蔵書数・区民一人あたり蔵書数の推移 

図書館蔵書総数は令和３年度以降、８２万冊前後を維持している。また、令和４年度以降の区

民一人あたりの蔵書数は、豊島区人口が増加したこともあり、微減となっている。 
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利用登録者数と割合の推移 

令和２年度以降、新型コロナウイルスの影響により、図書館利用者カードの新規登録者数や更
新件数が減少していたが、５年度から増加に転じた。 
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図書貸出冊数の推移 

令和４年度は人口一人あたり、登録者一人あたりの図書貸出冊数が減少している。それにとも
ない、全体の貸出冊数も減少している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平成29年4月　池袋・目白・千早図書館の開館日を拡大。
　池袋・目白図書館　平日の開館時間を１時間延長。

　一部サービス休止
・令和2年10月1日～令和3年3月31日　池袋図書館改修工事

・令和2年3月2日～6月27日　新型コロナウイルス感染症予防対策に伴う図書

　全館臨時休館
・平成31年12月29日～令和2年1月13日　図書館システム入替のため、

脚注

出典：図書館課作成資料

7.2 

6.0 

8.0 
7.3 7.0 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

R1 2 3 4 5

(冊)

(年度)

人口一人あたりの図書貸出冊数

出典：図書館課作成資料

18.2 
16.2 

23.1 
22.2 

20.0 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

R1 2 3 4 5

(冊)

(年度)

登録者一人あたりの図書貸出冊数

出典：図書館課作成資料



８－２ 生涯学習・生涯スポーツの推進 

 
173 

基本計画（豊島区基本計画2022-2025）
施策の進捗状況を測る参考指標

現状値
＜2020年度＞

目標値
＜2025年度＞

参考値
＜2030年度＞

学習成果の発表機会数【回】 91 620 670

人口千人あたりの図書館蔵書数の２３区比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習成果の発表機会数 

学習の成果として、生涯学習関連施設での文化祭や発表会への参加や展示、講座での講師や学
習支援者として活動は、学びの成果を地域に還元できることや学習活動をしている人と人、人と
活動、活動と活動がつながる機会となっている。新型コロナウイルス感染症による学習活動の中
止で、発表の機会が一時減少していたが、回復傾向にある。 
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地域文化創造館の施設利用率 

令和元年度は令和 2 年 3 月 2 日から 3 月 31 日まで新型コロナウイルス感染症予防のため施設
貸出を中止している。令和 2年度は、令和 2年 4月 1日から 6月 7日まで貸出中止、1月 8 日～3
月 31 日までは夜間の貸出中止となった。令和 3 年度は令和 3 年 4 月 1 日～24 日までは夜間貸出
21 時まで、4 月 25 日から 5 月 31 日まで貸出中止、6 月 1 日から 9 月 30 日までは夜間貸出を 20
時までとした。南大塚地域文化創造館を除く 4館は、8月 1日～11月 30 日までワクチン接種会場
となった。令和４年度以降は、感染症対策による貸し出し中止はなかった。南大塚地域文化創造
館は、令和 5年 9 月から令和 6年 11 月まで、大規模改修工事により休館しているため、利用率は
令和 5年 4月から 8月の値で算出している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域文化創造館利用団体登録数（一般団体を除く） 

３年ごとに一般団体を除く利用団体の再登録（更新）を行っている。令和３年度末の更新時は、
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、活動を休止した団体があり、令和４年度以降の数が減
少した。登録団体数の増加が課題となっている。 
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基本計画（豊島区基本計画2022-2025）
施策の進捗状況を測る参考指標

現状値
＜2021年度＞

目標値
＜2025年度＞

参考値
＜2030年度＞

「週に1回以上スポーツを実施する」18歳以上の区民の割
合【％】

49.0 70.0 70.0

区民のスポーツ実施率 

平成 23 年度の調査では、週に 1～2 日以上運動する人の割合が約 5 割となっている。10 年後と

なる令和 3 年度の調査でも、週に 1～2 日以上運動する人の割合は約 5 割と同水準であったが、

令和 5 年度に実施した調査では 59.6％と 6 割に迫る数値となっており、区民のスポーツ実施頻度

の向上傾向が継続して見られる結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８－２ 生涯学習・生涯スポーツの推進 
 

 
176 

スポーツ施設の利用状況 

スポーツ施設の利用者数については、平成 28 年度以降は増加傾向にあるが、令和元年度以降

は、新型コロナウイルス感染予防対策に伴う臨時休館及び利用制限により減少している。なお、

令和 3 年度以降の利用者数は前年度と比較すると回復基調にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本計画（豊島区基本計画2022-2025）
施策の進捗状況を測る参考指標

現状値
＜2020年度＞

目標値
＜2025年度＞

参考値
＜2030年度＞

区立体育施設利用者数【人】 705,589 1,450,000 1,580,000
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としまコミュニティ大学 

区内大学との包括協定により、各大学の特色を活かした講座が提供され「誰でも、いつからで
も学べる」環境が作られている。 また、登録して学ぶしくみ（マナビト 1 年生・2 年生・研究
生）により、幅広い年代がライフスタイルに合わせて学ぶ「継続的な学びの場」が醸成されてい
る。学習ネットワーク構築の支援により、学びを通じた仲間づくり・地域づくりが進んでいる。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【としまコミュニティ大学とは】

　平成19年「豊島区と区内大学（学習
院・女子栄養・大正・帝京平成・東京音
楽・立教）との連携・協働に関する包括
協定」により開講し、平成28年度から
川村学園女子大学も加わった。
　としまの街全体をキャンパスに見立
て、各大学提供の講座をカリキュラム
編成し、年間プログラムで実施してい
る。（学校教育法等で定める正規の大
学ではない）
　学びを通じて人と人がつながり、活動
へとつながり、いきいきとした地域づく
りにつながる「学びの循環（わ）」の中
で、様々なタイプの地域（街・社会）文
化の担い手づくりを目指す総合的な学
びの場である。
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「としまコミュニティ大学講座プログラム開催実績表」


